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東南海地震、南海地震では、場所により最高８ｍの津波も発生！ 

 

－海上保安庁が初の津波防災情報図を作成－ 

 

津波が襲来すると船舶が翻弄され、船舶自体や陸上への被害が懸念されます。海上

保安庁では、船舶の避難計画の作成等に資するため、中央防災会議で地震断層モデル

が示された東海、東南海、南海地震について、港湾及び沿岸域における津波の挙動の

シミュレーションを行い、津波防災情報としてとりまとめました。（付図１参照） 

 東海地震及び東南海、南海地震が発生した場合、中央防災会議では、太平洋沿岸に

おいて高さ３ｍ以上の津波が海岸に押し寄せ、船舶の座礁や転覆、港湾施設の損壊な

ど甚大な被害を及ぼすことを予測しています。しかしながら、個々の港での津波の波

高や、津波進入時の海水の流速、津波到来までの時間等、海域における詳細な津波の

挙動を示した情報はありませんでした。 

 海上保安庁では、想定される東海地震と東南海、南海地震で発生する津波について、

中央防災会議が公表した地震断層モデルを基に、当庁が保有している詳細な海底地形

データを用いて、相模湾から伊勢湾、四国沿岸に至る主要な港湾と沿岸域における津

波のシミュレーションを行い、得られた詳細な津波の挙動データについて、「津波防

災情報図検討委員会（委員長：東京大学地震研究所都司嘉宣助教授）」において、港

湾や沿岸域における津波の表現方法を議論し、「津波防災情報」として「津波防災情

報図（付図２、３参照）」と「津波アニメーション」に取りまとめました。 

 津波防災情報は、海上保安庁が港湾や沿岸域で、船舶や人の避難、救助のために用いる

他、津波対策の基礎資料として、活用していきます。  

海上保安庁は、想定される東海、東南海、南海地震で引き起こされる津

波のシミュレーションを行って、港湾や沿岸域の津波の挙動を明らかにし

ました。このシミュレーション結果は「津波防災情報」として、港湾等で

津波防災のために活用していきます。  

問い合わせ先 

 海洋情報部海洋調査課 

 課長補佐 矢吹 哲一朗 

 電話 03-3541-3815（内線 621） 



津波防災情報の種類 

 津波防災情報は、進入図と引潮図の２種類の津波防災情報図（印刷物）と刻々と

変わる津波の状況を動画で表示した津波アニメーションで構成されています。 

 

＊満潮時に津波が押し寄せてきた場合を想定して、シミュレーション

  を行っています。 

＊繰り返し押し寄せてくる津波の流速が最大となる時の押波の流向と流

速を矢符と数値で表示しています。 

＊津波の押波が最大となる時の水位上昇値を色別で表示しています。 

＊津波の到達時間を等時線として、実線で記載しています。 

＊代表的な地点を選んで、そこでの津波の水位変動を時系列でグラフ表

示した経時変化図を掲載しています。 

 

＊干潮時に津波が引いていく場合を想定してシミュレーションを行っ

  ています。 

＊繰り返し押しては引いていく津波の引波の流速が最大となる時の流向

と流速を矢符と数値で表示しています。 

＊津波の引波が最大となる時の水位低下の分布を色別で表示しています。 

＊進入図と同じように代表的な地点の津波の水位変動を時系列でグラフ

表示した経時変化図を掲載しています。 

 

 

＊時間経過と伴に湾内や港内に押し寄せる津波による海水の複雑でダイ

ナミックな動きを動画で、パソコン画面上に表示できるようにしたもの

です。 

＊地震発生からの時間経過を数値で表示しています。 

＊流向・流速の矢符と色分けして示された海面高の変動が表現されています。 

進入図  

引潮図  

津波アニメーション  
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東海沖津波防災情報図の作成区域 

作成区域：１１図 

付 図 １ 

東南海・南海地震津波防災情報図の作成区域

作成区域：１７図
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付 図 ２ 
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等時線（津波の到達時間） 

 
（説明）１．尾鷲港付近では地盤が平均で 41cm 沈降します。 

２．地震発生から約 10 分後には、津波の第１波が尾鷲湾口に襲来します。 
３．尾鷲湾では、第１波の津波が最も大きく最大波高 6.7m で押し寄せます。 
４．最大水位上昇の色別表示より、場所によって、津波による波高が異なるこ

とが判ります。 
５．経時変化図のグラフから、場所によっても異なりますが、３時間に８回以

上の津波が襲来することが判ります。 



 

等時線（津波の到達時間） 

津波防災情報図（高知港）進入図
付 図 ３ 

凡例：津
波の押波
による最
大流速と
流向の矢
符表示 

 
（説明）１．高知港付近では地盤が平均で 192cm 沈降します。 

２．地震発生から約 1８分後には津波の第１波が港口に襲来します。 
３．高知では、最大波高 8.2ｍの津波が押し寄せます。 
４．襲来した津波により、港口の狭まった水路では、流れが急激に 

速くなることが判ります。 
５．経時変化図のグラフから港外では水位の変化が激しく、港内で 

は、さほど大きな水位の変化がないことが判ります。 
６．経時変化図のグラフから最大の津波は、第１波より後に襲来 

（第５波）することが判ります。また、３時間で約７回の津波 
が襲来するのが判ります。 

凡例：最大水位上昇（各地点の最

大水位上昇値の色別表示） 

経時変化図出力点 

計算条件（最高水面） 

経時変化図（代表的な地点の津波

の時系列による水位変動） 

地盤の変動量 
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